郭沫若の漢詩素養と創作 by 藤田 梨那
郭沫若の漢詩素養と創作
藤田梨那
序
郭沫若が近代中国文壇に残した足跡はいうまでもなく口語詩の確立である。し
かし彼の口語詩はある日突然現れたものでは決してない。詩歌の教養や文学的セ
ンスは彼の幼少時代から培われていたのである。特に古典漢詩の訓練が大きかっ
た。漢詩は教養の一つとして重要であると同時に、彼の精神的成長とも密接に関
係している。彼の詩歌は無論古典漢詩から始まる。青年時代に西洋の自由詩に接
し、大きな衝撃を受ける。これが口語詩に目覚める契機となるが、その背後には
古典詩歌への反動もあったと言える。彼が自由詩を考えるときに古典漢詩は常に
対比する対象として存在していた。しかし、興味深いことに、その彼は生涯に渡
り漢詩を捨てることなく、むしろ作り続けたのである。従って、郭沫若の近代口
語詩を考えるときに、漢詩の素養とその創作も重要な要素として無視することが
できないだろう。
この小論は、少年時代から青年時代にかけて、郭沫若の漢詩習得と創作を辿り
つつ、風景表現にポイントを置き、古典漢詩に対する彼の捉え方と漢詩創作の変
化を明らかにすることを目的とする。
第一節少年期、青年期の漢詩
清末民初、科挙制度が廃止されるまで、古典教養は中国の知識人にとって科挙
の試験に必須のものとして、幼少時代から徹底的に叩き込まれた。魯迅､李大金Ⅱ、
胡適、陳独秀、所謂五四運動の担い手たちはみな古典の薫陶を受けていた。二千
年以上続いてきた古典的体制の中で成長した彼等は､伝統の重みを痛感していた。
中国の近代化を切り開こうとするときに真っ先に直面したのはこの旧い文化と思
想である。魯迅は一九二○年代に、青年たちはどんな書物を読んだらよいかよと
いう新聞社のインタビューに答えて「青年の必読書」という文章を書いた。その
中で彼は、「私は中国の書物を読む時はいつも沈んで行き、実人生から掛け離れ
ていると感じる。外国の書物一インドを除いて－を読む時は、いつも人生に
触れ、何か仕事をしたくなるのだ。中国の書物は世間と関わることを勧める話も
あるにはあるが、多くは屍のような楽観である。外国の書物は退廃と厭世もある
が、しかしそれは生きている人間の退廃と厭世である。だから、私は中国の書を
少なく読む－極端に言えばまったく読まない方がいい。外国の書を多く読むぺ
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きだと思う'｡」日本留学中に西洋の科学と文学に接した魯迅のこの発言は、当時
の進歩的知識人たちの考え方を端的に言い表したものであろう。彼等にとって、
中国の古典は過去の遺物であり、陳腐かつ強固な束縛であった。新文化運動はま
さに陳腐かつ強固な束縛であった古典と伝統思想と対決し、時代が求める新しい
文化、，思想を打ち出そうとして起こった新旧対決の戦いである。しかし、伝統の
本質を深く認識できたのも彼等がこれまで古典と伝統の中にどっぷりついていた
からにほかならない。西洋の文化に接して初めて自分たちが背負っている伝統の
重みを痛感する。そして、近代文明を学んだからといって、これまで身についた
古い文化や教養が消えるわけでは決してない。むしろ日分の民族の古い文化や思
想と新しいものとの間でもがきながら進むしかない。魯迅は日分の人生を｢拝礼」
(もがく）と言ったのはそういう意味であろう。古典と近代の問題はどちらか一
方を捨て、もう一方を取るという単純なことではない。歴史の中で必然的に対決
しながら、吸収、止揚することによって新しい時代の文化と思想を創出し、発展
させていく。民国期の知識人たちは特にこの新旧文化の摩擦を体験したといえよ
う。郭沫若もそのなかの一人である。
郭沫若は幼少時代から漢詩に親しみ、家塾から高等中学校に至るまで漢詩の陶
冶を受けた。家塾と小学校時代では特に王維、李白、孟浩然、柳宗元、蘇軟の詩
を好んだという｡嘉定､成都時代は社会に対する不満や青春の苦悩から｢遊山玩水、
喫酒賦詩」に耽るようになるが、「撞詩鐘」「聯句」「和詩」など、いわば詩歌の
遊びを友人と楽しんでは苦悶を晴らしていた。彼の生活の中に漢詩は常にあった
と見ることができる。
郭沫若がその八十七年の生涯にわたり、作った漢詩はおおよそ一五○○首以上
にのぼるが、少年期、日本留学の青年期の作品はその一割の約一四○首である。
これらの１日体詩を収録した資料は、
『郭沫若少年詩稿』楽山市文管所編四川人民出版社一九七九年
『郭沫若旧体詩詞系年注釈』黒竜江人民出版社一九八二年
｜｢敞帯集与遊学家書』郭平英編中国社会科学出版社二○一二年
などがある。
郭沫若の少年時代の漢詩はどのような状態で発見されたのだろうか。『郭沫若
少年詩稿」の編集にかかわった唐明中氏は、収集作業の過程をその「後記」に記
している。「一九七八年九月私たちは郭沫若の故里を訪ね、四方に調査し、つい
に多くの宿題ノートの中から詩の遺稿を発見した。これらのノートは六十数年前
の各教科の宿題ノートで､士紙(地元の手すき紙）に書かれたもの､侵蝕がひどく、
添削の跡もそのまま残っている。字体も行草混在の状態であるので、辨字、解釈
’一九二五年二月二１－１１「京報副刊」「華蓋集ｊ「魯迅全集』第三巻所収十二頁
筆者訳
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の面で困難を極めた2｡」唐明中氏の回想から分かるように、郭沫若にとって、少
年時代の漢詩は一種の習作あるいは趣味の所作である。無論、発表する意識もな
かった。
ここでは主に彼の少年期、青年期の漢詩を取り上げる。郭沫若の少年時代につ
いて、『郭沫若少年詩稿」の編集者唐明中氏は三つの時期に分ける。
第一期：沙湾家塾「綏山館」時代
第二期：楽山（嘉定）小学校時代
第三期：成都分設高等中学校時代３
筆者はさらにこれに第四期：日本留学時代を加え、少年期、青年期の漢詩をこ
の四つの時期に分けて見る。
少年期、青年期の漢詩を、日本留学を境に分けると、帖詩を作り始める七歳か
ら国を出る二十一歳まで十四年間に九十三首、留学の約十年間に四十五首、とな
る。さらに詩形に分けると次の通りである。
留学前：
七言律詩一三十五首
五言律詩一十七首
七言絶句一八首
五言絶句一六首
古詩一四首
対聯一二十二対
留学期：
七言律詩一○首
五言律詩一○首
七言絶句一二十首
五言絶句一七首
古詩一十三首
詞一一首
三録ｐｉＩｉ一四首
留学前後の時期に作られた漢詩を詩形ごとに分類し、比較すると、そこに大き
な違いが見えてくる。律詩（七言、五言）においては、留学前に多く作られてい
るのに対して、留学後の作は－首もない。絶句の場合は、留学前に対して、留学
後は増えている。特に七言絶句は三倍弱に増えた。古詩も留学前と比ぺて留学後
２『郭沫若少年詩稿』（四１１１人民出版社一九七九年）一四六～－lJq七頁
３『郭沫若少年詩稿ｊ「後記」
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は三倍以上に増えている。さらに、留学後の作品に「詞」と「謡」が数首見られ
る。一般的に､漢詩の学習は七言絶句から始め､次に五言律詩､七言律詩へと進む。
律詩は平灰、押韻、対聯などその作法が厳しく決められている。科挙の試験では
最も精密な定型韻文形式として律詩がよく用いられた．従って、作詩の学習にお
いては、この詩形を習得するのが最も重要である。郭沫若も家塾でこの詩形をい
やというほど学習させられた。自伝「わが少年時代」で、郭沫若は幼少時代の漢
詩勉強を「詩の刑罰」と言っている4．六歳から対句を作り､与えられた文字ある
いは熟語を使って対句を作る。対句はすべて古典の決まった語句を使わなければ
ならない。七歳から帖詩を作る。帖詩とは詩題を与えられて作る五言、七言の律
詩である。これには平灰、押韻、対聯などと、更に厳しい決まりがある。当時七
歳の郭沫若は作詩にかなり苦しんだ。詩句の常套を繰り返し使い、詩を捻る。朝
から晩までひたすら考えても作ることができない。このような苦しい訓練が数年
続いた。留学前の漢詩に、七言律詩が三十五首、五言律詩が十七首と、この時期
の漢詩の中で最も多い。つまり、彼は幼少時代に五言、七言の律詩を徹底的に叩
き込まれたのである。無論このような詩は、後に彼が言うように、それは「作出
来的」＝作り出したものであって、「写出来的」＝書きだしたものではない。留
学後、彼は西洋文学に接するなかで詩の本質に対する理解を深め、中国の古典詩
について主体的に捉えるようになる。留学期に律詩を－首も作らなかったのも、
彼自身の詩歌に対する捉え方と関係するのではないか。
第二節漢詩に見る風景
１，少年時代の漢詩
筆者はかつて「郭沫若の日本体験と詩歌創作5」という小論で､郭沫若が日本留
学で得た重要な体験の一つ「風景の発見」に注目し、これが彼の新詩（口語詩）
創作の契機になったことを論証した。日本で体験した｢風景の発見｣は､同時に｢故
郷の発見」と「自己の発見」を意味する。新詩創作において、象形の打破、音声
の重視、能動的創作が特徴的である。しかし、この変化と特徴に対比するものは
何であるか。それは彼が六歳から学び、自らも作り続けた漢詩に他ならない。日
本に来るまでは、詩といえば漢詩であった。従って、彼の漢詩に対する検証は彼
の詩歌への認識の変化や新詩創作の姿勢を一層明白にする上で必要なことであろ
う。彼の漢詩に自然や風景はどのように詠み込まれているのか。更に留学前とそ
れ以後の漢詩の相違はどこにあるのか｡これらの問題を解くために､ここでは､｢風
景」表現に絞って見ていきたい。
４「わが少年時代」「郭沫若全集』第十一巻四十頁
５「郭沫若の日本体験と詩歌創作」「｢日本意識」の根底を探るｊ所収王敏編法政大
学国際日本研究所二○一四年
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早起
早起臨軒満望愁
小園寒雀声稠嗽
無端一夜風和雪
忍使蛾眉白了頭
早起して軒に臨めば望愁満つ
小園の寒雀声稠嗽たり
端無くも、一夜風雪に和し
忍びて蛾眉をして頭を白了せしむ６
この詩は一九○四年､郭沫若が十二歳頃故郷沙湾で詠んだ詩と考えられている。
｢冬のある朝、早起きして、窓辺に寄りかかり外を眺める。外は昨夜の風と雪で
－面の銀世界。思わず愁いが湧いてくる。なぜなら、見れば庭には雀たちが寒そ
うに鳴いている。風雪のせいで、蛾眉山は見るに忍びないほど一夜で頭を白くし
た｡」蛾眉山は、四川峨眉県西南にある山で、眠山に連なる二つの峰が少女の眉
毛のように見えるので蛾眉山と名づけられた。その蛾眉の山は一夜にして真っ白
になってしまったので、少年郭沫若はそれを不燗に思った。この詩は、早朝一→
雀声一→夜来の風雪一→蛾眉の白頭、と作者のＦ１と耳を通して大雪の朝の風景を
詠んでいる。静寂の中に大きな変化を詠み込んでいる。孟浩然の「春眠」を連想
させる詩である。郭沫若は蛾眉山の麓に生まれ、日々美しい山を眺めて少年時代
を過ごした。この詩は彼が故郷の名山を愛した一例と言えよう。後年、彼は故郷
を訪ねた際に蛾眉山の入口に「天下名山」という題字を揮毫した。いまでも|蛾眉
山を訪ねる人々はその題字を入口の牌坊に見ることができる。
「早起」と同じ頃に作られたもう－首の詩が「邨居即景」である。
邨居即景
閑居無所事閑居して事とする所なく
散歩宅前、散歩す宅前の田
屋角炊煙起屋角に炊煙起り
山腰宿霧眠山腰に宿霧眠る
牧童横竹笛牧童は竹笛を横たえ
邨淵売花釧邨蝸は花釧を売る
野鳥相呼急野鳥相呼ぶこと急に
双双浴水辺双双水辺に浴す
郭沫若はこの頃、故郷沙湾の家塾「綏山館」に通っていた。ある日彼は、兄弟
たちと一緒に家の裏にある川へ釣りに出掛けた。そこから村の長閑な風景を眺め
６郭平英編「敞帯集与遊学家書」（中国社会科学出版社二○一二年）所収以下同じ。
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てこの詩を口ずさんだ。「邨」は村の意。「邨居即景」は村の情景を即興で詠むと
いう意である。これは五言律詩である。第一聯は、閑居のつれづれ紛れに家の前
の畑を散歩する。第二聯は対句であるが、屋根には炊飯の煙が上がる。山の中腹
に濃い霧がかかって､眠っているように見える。ここでは､｢屋角」と「山腰｣､｢炊
煙起」と「宿霧眠」とがそれぞれが対になって、生活風景と自然が穏やかにマッ
チしている情景を現わしている。第三聯も対句になっている。牧童は竹笛を吹〈。
これは牧童が牛を連れ帰る途に牛の背中で笛を1次いているであろうか。一方、村
の老女は手作りの髪飾りを売り歩いている。ここでは｢牧童」と「邨姻｣､｢横竹笛」
と「売花細」とがそれぞれ対になる。第四聯は、野鳥が互いに呼び合って、河で
水浴びをする情景を詠み出す。この詩は、炊煙、牧童、老女、野鳥、山腰、水辺
をポイントに、静の中に動を詠み込み、全体的に動と静が調和した穏やかな田園
風景を浮かび上がらせている。これらのポイントの中で「牧童」は田園風景を描
く代表的なキーワードである。中国の古典漢詩に「牧童」はたびたび詠まれてい
る。いくつか例を挙げて見ると、唐の詩人杜牧の詩「清明」がある。
借問酒家何処有
牧童遥指杏花村
借問す酒家は何れの処Iこか有ると
牧童遥かに指す杏花村
また同じく唐代の詩人、盧肇の詩「牧童」に、
誰人得似牧童心
牛上横眠秋聴深
時復往来吹一曲
何愁南北不知音
誰人か牧童の心に似るを得ん
牛上に横眼して秋聴深し
時に復た往来して－曲を吹〈
何んぞ愁へん南北の音を知らざるを
とある。また宋の詩人黄庭堅の詩「牧童詩」もある。
`騎牛遠遠過前村
短笛横吹隔朧聞
多少長安名利客
機関用尽不如君
牛に乗って遠遠、前村を過ぎ
短笛横吹いて朧を隔てて聞く
多少ぞ長安名利の客
機関（知恵）を用い尽すこと君に如かず
このように、「牧童」は､名利を求めてあくせくとする俗人に対して、天真欄漫、
寡欲無心、悠々自適の生き方を代表する。古来より中国の詩人たちは「牧童」に
よって、騒がしい俗世間を離れ、閑適の境地を求める心情を表わした。このよう
な使い方は唐宋から清代まで延々と続き、ひとつの表現パターンになる。郭沫若
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の「邨居即景」にある「牧童」も､基本的にこの古典的パターンを蹄まえている。
彼は必ずしも牧童や老女を見ていなくても、このパターンを使って、舎の静かな
風景を表現することができた。
一九○七年に、十六歳の郭沫若は嘉定府中学に入って、沙湾から水路で楽山に
行く。その途中の風景を詩「夜泊嘉州作」に詠んだ。
夜泊嘉州作
乗風剪浪下嘉州風に乗り波を剪って嘉州に下り
暮鼓声声出雛楼暮鼓の声声錐楼よりＨ１づ
隠約雲痕峨嶺暗隠約たる雲痕峨嶺暗〈
浮沈天影沫江流浮沈せる天影沫江流る
両三漁火疑星落両三の漁火星の落つるかと疑い
千百帆橋戴月収千百の帆橋月を戴いて収む
借此扁舟宜載酒この扁舟を借り宜しく酒を載せ
明朝当作凌雲遊明朝当に凌雲の遊をなすべし
七言律詩である。第一聯は、作者は波を切って嘉州を|｣指しているが、夕暮れ
に太鼓の音が岸辺の城楼から響いてくる。第二聯には故郷の山水を巧みに詠み込
んでいる。「峨嶺」と「沫江｣がそれである。第二聯の二句は対になっている。「雲
痕」と「天影｣、「峨嶺」と「沫江」がそれぞれ対になる。「峨嶺」は蛾眉山を指
し、「沫江」は長江の支流沫水（大渡河）を指す。この二句は、「ぼんやりとした
雲が蛾眉山の峰を暗くし、天の果てまで浮き沈む沫水がゆうゆうと流れていく」
という意である。第三聯も対聯になっている。「両三」と「千百｣､｢漁火」と「帆
橋｣はそれぞれ対になる｡｢ちらほら見える漁火は天から落ちてきた星かと疑わせ、
多くの船の帆柱は月光を浴びながら下ろされていく。」空と水面の大きな空間の
中で沫水の幻想的な夜景を表現している。ここまでは張継の「楓橋夜泊」を連想
きせる表現世界と言えよう。
第四聯は、この舟に酒でも積んで、明朝凌雲の遊でもしようか、と作者の意気
込みを明るく表現している。ここの｢凌雲｣は二重の意味を現わす。ひとつは｢凌
雲山｣を指す。すなわち楽山大仏が鎮座する山である。もう一つは､形容詞として、
高く雲をしのぐ、高遠なることを現わす。この二句は蘇軟の詩「送張嘉州」を強
く意識したものである。北宋の詩人蘇軟は四川省眉山の人である。眉山はまた楽
山に隣接している。蘇軟は二十四歳の時故郷を出るまで消山で暮らし、楽山、蛾
眉山をよく遊び、そこの風景を愛した。一○九○年、蘇軟は杭州太守を務めてい
た頃、友人の張伯ilnlが嘉州太守として赴任するに当たって、賤別の詩を作ってい
る。
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送張嘉州
少年不願万戸侯少年万戸の侯を願わず
亦不願識韓荊州また韓荊州を識るを願わず
頗願身為漢嘉守頗る願う身は漢の嘉守と為るを
載酒時作凌雲遊酒を載せて時に作す凌雲の遊を
最初の二句は李白の「与韓荊州書」を踏まえている。李白はかって就職先を探し
ていた頃、韓荊州に自己推薦の手紙を送った。「与韓荊州書」である。韓荊州は
韓朝宗、当時荊州の知事であった。李白は韓荊州に取り入って、仕官の道を切り
開こうとした。彼は手紙の冒頭に、「生不用封万戸侯、但願一識韓荊州」と韓荊
州を褒め称えている。蘇軟は「送張嘉州」の詩にこの二句を踏まえながら、李白
とまったく逆の心情を表現する。「万戸の侯なんかになりたくない、また出世の
手立ての韓荊州を知ることも願わない。ただただ嘉州の守となり、酒を舟に載せ
て凌雲山に遊びたい」と詠う。彼は友人張伯紐のことを羨ましく思った。「でき
ることなら自分も故郷に帰って、凌雲山に遊びたい､」という気持ちをこの詩で
表わしている。凌雲山大仏寺のそばに清代から立てられた「蘇東波載酒時遊処」
という石碑はいまも残っている。郭沫若は嘉定中学時代によく凌雲山大仏寺へ遊
びに行った。彼は自伝「私の学生時代」に当時のことを懐かしく回想している。
嘉定は学問に適した場所だ。環境はとてもよい、山水も十二分に美しい。
日曜日に穏やかな府河に船を出して、青衣江の北岸の凌雲山と鴉尤山へ行
く。遠くには雄大連綿の蛾眉山を望み、近くには波澗濤濤の大渡河に接す。
澄みきった空気の中にいて、あたかも蘇東波の跡を踏むようである。凌雲
山には蘇東坂の読書楼があり、彼の像や題字があり、また遺跡も沢山ある。
例えば、洗硯池や酒を携えて遊んだ処など。凌雲山の岩壁に大きな仏像が
|日大渡河入口に当たり、また蛾眉山に向かって彫られている。これはたい
へん有名で、唐代の海通和尚が彫ったものだ7．
蘇軟ゆかりの遺跡、読書楼、像や題字、遺跡、洗硯池や酒を携えて遊んだ処が
凌雲山に数多く残っている。これらの遺跡は恐らく後人によって作られたもので
あろうが、蘇軟と楽山との深い繋がり、楽山の人々が蘇軟に対する思いを物語る
に充分であろう。郭沫若は「夜泊嘉州作」の尾聯に蘇軟「送張嘉州」にある豪快、
酒脱な表現を借りることによって、漸く故郷を出て嘉州に向かう、謂わば新しい
天地に赴くという心の躍動、新たなる気持ちを現わしている。従って、この詩は
７「私の学生時代」『郭沫若全集」第十二巻所収九～－１頁
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前半の部分は張継の「楓橋夜泊」を連想させるが、しかし「棚橋夜泊」の寂しさ
はない。むしろ新しい天地へ雄飛する新たな心持ちを詠み込んでいる。「夜泊嘉
州作」は律詩の規則をきちんと守り、典故をふんだんに取り入れている。古人の
詩や典故によって自分の気持ちを表現した詩と言える。
一九一三年、郭沫若は「遊古仏洞」という古詩を作っている。一九一○年から
彼は成都の高等学校分設中学に在学していた。この間、彼は友人とたびたび成都
の名勝古跡を訪ね歩いた。彼はこれを「遊山玩水」と呼んだ。成都で学んだ数年
間は彼の青春時代において最も荒れた時期である。彼は学校の旧態依然の状態、
すなわち、低レベル、買官、貢学歴、収賄などの悪習に嫌気がさして、失望、焦
燥､憤懲､煩悩の|]々を送っていた。苦悩を粉らわすため､彼は山や川を歩き回り、
｢遊山玩水、喫酒賦詩」に耽った。「遊古仏洞」はこの時期の作品である。この詩
は､一九八○年代に発見された郭沫若少年時代の旧作原稿にあり、『郭沫若侠文集」
(一九八八年）に収録きれている。
「古仏洞」は、成都市双流県黄龍渓の臥龍山にある古刹で、「金華庵」またの名
を「望江楼」という。黄龍渓に臨み、この一帯の名所である。双流県黄龍渓鎮は
千年の歴史がある古い街である。望江楼は川岸の絶壁の上に建立され、高さ三十
メートル､敷地面積二千四百平方メートル。五つの仏殿を有する。「南海観音殿｣、
｢三清殿｣、「玉皇殿｣、「観音殿」そして「大仏殿」である。下から上まで崖を掘っ
て作った螺旋状の石段が続く。大仏殿内に大きなili1窟があり、大仏はその中に鎮
座している。周りに二十mの天神が立っている。「古仏ili1｣の名はこれに由来する。
｢望江楼」は宋代に造られたと伝えられているが、清代に再建された。ここはい
までも観光客の人気を呼んでいる。
郭沫若の「遊古仏洞」は四十二句の長い詩である。ここでは説明に必要な部分
を挙げることにする。
遊古仏洞
寺枕山腰傭臓河寺は山腰に枕して河を傭脈し
層楼書障両巍峨層楼は薔障して両ながら巍峨たり
年年漂泊錦官道年年漂泊す錦官の道
四載干今七度過四載今に至りて七度過ぐ
窮愁滅却登臨興窮愁して登臨の輿を滅却し
冷落寒山空照影冷落して寒山空し<影を照す
中略
人生及時行楽耳人生時に及びて行楽するのみ
長此郁抑何為哉長く郁抑して何をか為ざん
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第一句と第二句は古仏洞の立地と外観を詠う。「寺は山腹を枕して河を見降ろ
しているようだ。楼閣は幾重も重なって高く聟え立っている｣。古刹は川岸の絶
壁の上に建立されているから､このように表現しているだろう。第三句にある｢錦
官道」は成都への道という意である。三国時代、成都の蜀錦（錦織）は有名で、
蜀の重要な財政収入となっていた。そのため蜀は錦官を設け、成都で錦官城を造
営して蜀錦の生産を保護した。これによって、成都は錦官城、または錦城とも呼
ばれるようになる。詩にある「年年漂泊錦官道、囚載干今七度過」は、「毎年水
路で錦官城すなわち成都へ通う道は、今日まで四年間七回辿った」という意味で
ある。第六句と第七句は「これまでは苦悩や愁いのせいですっかりこの寺に登る
興味がなかったので、山は寂しく徒にその姿を水に映している｡」と詠む。ここ
にある「窮愁」は､当時郭沫若が感じた苦悩､失望､焦燥､憤感を表現している。「寒
山空照影」は二重の意味をもつ。一つは訪ねる人がいないため山が閑散としてい
るという意。もう一つは､作者自身の心の寂しさを暗示する。次の句にある｢郁抑」
も、同様作者の心状を表現したものである。詩の後半は古仏洞を写実的に詠む。
徐徐緩歩殿階上
神物奇古窮殊相
就中或座或復臥
釈道分庭礼相抗
幅幅白昼也欺人
盤空鳴鳴学鬼声
寒気冷然沁肝胴
忘却世間炎熱情
扶梯更上一層楼
傭視不敢久低頭
楼高歳久動欲活
一歩一歌如乗舟
徐徐に緩歩す殿階の上
神物奇古殊相を窮む
就中或いは座し或いは復臥す
釈道分庭して礼相抗す
編幅も白昼にまた人を欺き
空を盤り鳴鳴として鬼声を学ぶ
寒気冷然として肝隔に沁み
忘却す世間炎熱の情を
梯に扶りて更に上る一層の楼
傭視して敢えて久しく低頭せず
楼高〈歳久<して動いて活ならん
一歩一歌舟に乗るが如し
作者は螺旋状の石段をゆっくりと登っていく。「見れば、仏殿にさまざまの仏
像はそれぞれ奇怪な様相を呈して、あるものは座り、あるものは寝ている。仏教
と道教の神物が対等に居合わせている。編幅が昼間に人を欺くかのように飛びな
がら陰鬼のように鳴く。すると周囲の空気も身体を刺すように寒くなり、真夏の
暑さを忘れてしまう。手すりをつかみながら更に上の階に上がるが、下を見るの
も恐ろしい。なぜなら、櫓が高く、かつ年月を経て老朽化している。－歩上がる
度に軋って舟に乗っているように揺れるＪという具合に、古仏洞についての描
写は作者の体験を踏まえてリアルに詠まれている。仏像の様子、周囲の様子、編
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幅の鳴き声、仏閣の様子など、典故を使わずに、叙述風に表現する。詩の結尾で、
危なっかしい仏閣を登りきった作者は、頂上の様子と自分の気持ちを次のように
表現する。
我が心は頗る人間世を圧し
用て敢えて危に臨み絶地に登る
中略
絶頂に昇るを得て飛仙の如く
晩山蒼荘として晩煙竪つ
我心頗圧人間世
用敢臨危登絶地
得昇絶頂如飛仙
晩山蒼荘竪晩煙
ここで作者は「人間世」と「絶地｣、「飛仙」というふうに俗と聖を対比させ、
山を登臨することによって清浄された気持ちを詠む。「古仏洞を尋ね、深山に入
る」という行為は、中国では古来より俗世間を脱する、超越することを意|床する。
多くの詩人が仙人の境地に憧れて山や仏閣を尋ね､漢詩を作った。陶淵明､王維、
蘇軟など皆そうである。郭沫若の詩に見る俗と聖の対比も基本的に古人の考え方
を坊佛としていると言えよう。
望江楼は雄大な景観と規模を誇っている。字数が限られた絶句や律詩ではそれ
をリアルに表現することは難しい。郭沫若は眼前の風景を表現するため、押韻と
句数が比較的日由な古詩の形を選んだ。四十二句の長い詩にほとんど典故を使っ
ていないのも特徴的である。
「遊古仏洞」は古詩の形式を採っているが、郭沫若のこの時期の作品において
は珍しいものである。留学以前､郭沫若が最も多く作ったのは律詩である。五言、
七言を合わせて律詩は五十三首あるのに対して、古詩はたったの四首。しかし、
漢詩を学ぶ過程において律詩が基本であるので、この時期律詩が多いのはまた自
然であろう。郭沫若の四首の古詩はすべて一九一○年以後、すなわち成都時代の
作である。前述のように、成都時代は彼の青春期で一番精神的に荒れていた時期
である｡学校に対する失望､社会に対する憤慨が絶頂に達し､｢遊山玩水､飲酒賦詩」
の日々を送っていた。一方、一九一一年から成都で国会請願運動、辛亥革命、四
川保路運動が起こり、郭沫若はこれらの運動に参加し、学生代表になった。その
ため、学校では退学処分を受けた。古詩の創作はこのようなできごとと関係する
と考えられよう。
風景をどのように詠んだかという問題をめぐって、先ず留学前の漢詩、絶句、
律詩、古詩を見てきた。少年時代の漢詩は、そのほとんどが宿題ノートに書かれ
ているという点を考えると、この時期の漢詩は習作と見るのが妥当であろう。特
に絶句と律詩は漢詩の規則を守っている。例えば、詩語の使い方、典故の引用、
押韻、平灰、イメージの連想などは基本的に古典漢詩の規則を守っている。詩に
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詠まれている風景も古人の表現を踏まえ、古典的風景の概念に従っていることは
明白である。
2、日本留学期の漢詩
一九一三年十二月末、郭沫若は北京を出発して日本に向かう。念願の留学で
ある。一九一四年の正月を釜山で迎え、－月十三｢1に東京に到着した。彼にとっ
て「人生でもっとも勤勉な時期8｣の始まりである。日本に来て最初に突破しなけ
ればならない難関は、入学試験である。彼は官費の学校をＨ指した。東京第一高
等学校、高等工業学校（現・東京工業大学)、千葉医学専門学校（現・千葉大学
医学部)、高等師範学校（東京教育大学、現・筑波大学)、’１１口高等商業学校、こ
の五校のいずれかに合格すれば官費留学生となることができる。入学試験は六月
と七月に行うので、彼には半年しか準備期間がない。彼は猛烈に学問をした。そ
の結果、第一高等学校に合格した。半年の期間で志望校に合格したので、「人生
でこれほど,愉快なことがなかった」と彼は喜んだ。
当時､各学校の新学期は九月からであるので､それまでの間､彼は官費をもらっ
て、早速房総・北条の海辺へ海水浴に行った。この時、彼は生れて初めて海水浴
を体験した。エッセイ「自然の追懐」に彼は次のように回想する。「北条鏡浦は、
風のない時はまことに鏡のように穏やかである。海に飛び込んだときに、ふと故
郷四川の蛾眉ｕｌ麓が脳裏に浮かんだ。私はあたかも蛾眉山麓の水に泳いでいるよ
うに思えた，｡」北条の風景は彼に懐かしい故郷の１１１水を想起させた。この時期、
彼が多くの口語詩を創作したことはよく知られているが、しかし同じ時期に古典
詩が並行して作られたことは興味深い。北条鏡浦の美しい風景を前に、彼はかつ
て故郷にいた頃と同じように、思わず漢詩を口ずさんだのである。留学期に彼は
少なくとも円十五首の漢詩を作っている。これらの漢詩において、「風景」はど
のように詠まれているのか、留学前の漢詩とどのような違いがあるか、を見てい
こう。
鏡浦三首
（－）
鏡浦平如鏡鏡浦平らかなること鏡の如く
波舟蕩月明波舟月明に蕩る
遥将一壺酒遥かに－壷の酒を将て
載到島頭傾載せて島頭に到りて傾けん
８「私の学生時代」「郭沫芳全集』第十二巻十四頁
９「自然の追懐」「郭沫若侠文集ｊ上所収二二六頁
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（二）
飛来何処峰
海上布艤瞳
地形同渤海
心事系遼東
飛来するは何れの処の峰か
海上に艤瞳を布〈
地形は渤海に同じく
心事は遼東に系る
（三）
白日照天地
秋声入早潮
披襟臨海立
相対富峰高
白日天地を照し
秋声早潮に入る
襟を披いて海に臨んで立ち
相対して冨峰高し
三首の詩は、一九一四年夏、郭沫若が第一高等学校に合格した後、千葉県鏡ケ
浦へ海水浴に行ったときに詠まれたものである。日本に来てから作られた最初の
漢詩である。すでに述べたように、彼は鏡ケ浦で`愉快な二ケ月を送った。毎日海
に入ったり、海岸で日光浴したりして、のびのびとした開放感を味わった。その
愉快さの中で彼はこの三首の詩を詠んだ。五言絶句である。この三首の漢詩は
一九三三年に書かれたエッセイ「自然の追懐」に初めて収録され、一九三四年に
｢時事新報・星期学灯」に発表された。『郭沫若全集』には未収録である。
第一首は鏡ヶ浦の静けさを詠む。「鏡が浦は鏡のように平らかである。波に浮
かぶ舟は月明かりに揺れている。－壷の酒でも載せてあの島へ行って飲もうか」
という意味である。エッセイ「自然の追`懐」において、郭沫若は当時の状況をこ
う回想している。「月の非常にきれいな夜、私はいつも何人かの友人を誘って小
船を漕ぎ出して鷹島や沖島に行く。時には酒を運んでいって、島で心行くまで飲
んだ｡」と'0．この回想は第一首の詩が詠まれる背景となっている。海辺の美しい
夜景がそのまま詩に詠まれている。そののどかな情景は、さながら彼が愛した蘇
執の詩句「載酒時作凌雲遊」を坊佛としている。
第二首は、海で見たある情景から祖国を案じる気持ちを詠む。「何処からか飛
んできた山の峰、よく見ればそれは海上で配備された軍艦である。鏡が浦の地形
は渤海湾に似ている。私の心は遼東半島を心配している」と。郭沫若が鏡ヶ浦に
海水浴の行った一九一四年夏は､ちょうど第一次世界大戦が勃発した時期である。
日本は同年九月二日、１h束半島の青島に対して上陸作戦を開始した。「青島攻略」
である。これにより、もともとドイツが租借していた山東半島が日本軍の占領地
１０「自然の追懐」『郭沫若快文集」上所収二二六頁
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となる。郭沫若はまさに｢青島攻略｣の少し前に房総の海に行った。「自然の追懐」
に彼は、「鏡ケ浦は風のない時は鏡のように穏やかであるが、しかし時には鏡の
中に意外なものが現れたりした。早朝海岸で散歩していると、いつも遠く朧に霞
んでいる海に山のような黒い物体が－列に並んでいるのを発見する。これは昨夜
停泊した軍艦だ。時には－隻、時には四、五隻。海の景色に一種の奇観を添える
のである。これは1ｍと|いと言えないこともないが､しかしやはり穏やかではない。
特に異郷の人が見たら、さまざまな連想をするものだ''｡」と当時の心情を吐露し
ている。日本の海は彼に故郷を連想させ、望郷の念を喚起することもあれば、時
には憂国心を呼び起こすこともあった。この詩はまさにそのような心'情を表した
好例である。
第三首は鏡ケ浦から見た富士山を詠む。「朝日は天地を照らし、秋の声が潮の
声に混じりこむ。服を羽織って海辺に立つと遥か向こう側に富士山が高く聟えて
いるのが日に入ってくる」という意味である。当時郭沫若は、新学期が始まる九
月ぎりぎりまで海浜に滞在していた。立秋の後、海浜が寂しくなったが、彼は一
人で残って、海岸生活を惜しんだ。「その時期になると、太陽の光がうっすらと
一種弱弱しい調子になる。潮の声も真夏と違って夜は寂しい余韻を奏でている。
しかし空気が非常に澄んでいて、対岸の富士山の美しい姿は、晴れた朝早々と遥
かなる雲海から顔を|Luしてくる。その崇高な雰囲気は形容する言葉もないほど
だ'2」と、彼は「'1然の追懐」で1,1想する。彼は房総の海浜で迎える最初の秋を、
太陽の光や潮の勢い、空気の変化を通して繊細に感じ取っている。海岸から富士
山を見て美しいと感じる。富士山を詠んだのはこの詩が最初である。第二首の詩
と違って、ここでは作者は||の前の自然を見るがままに詠み出す。自分の感情を
表に出さずに、壮大な天地、海、そして太陽、富士山を詠むことによって、その
美しさに魅了される感情を溝ませている。ちなみに二○一三年、富士山が世界文
化遺産に認定されるのを記念して１１１版された漢詩集『富士１１１漢詩百選』'3にもこの
詩が収録されている。
この三首の詩は、いずれも郭沫若が鏡ヶ浦で見た風景をリアルに詠んでいる。
いずれも典故を取っていない。もうひとつ注Ｈされるのは、三首ともに海を詠ん
でいる。これまでの彼の漢詩には海は出てこない。この三首の詩が最初である。
それは無論、日本に来て初めて海を見たということが契機であろう。同時に、海
という新しい表現世界を彼はこの時発見した。これは、彼の詩歌創作にとって重
要な意味を持つ。詩集『女神」に海を詠んだ詩が多く見られるが、それは単に彼
11「自然の追'嬢」「郭沫若侠文集』上所収二二七頁
１２「自然の迫`懐」「郭沫若侠文集」上所収二二七頁
１３『富士山ｊ静岡HL文化・観光部二○一四年
1０６
が海辺に住んでいたからではないはず。むしろ、今までの表現世界にない何かを
彼は海に見出した。それは表現の既成概念を突破した何かであったから、重要な
意味をもつのである。
一九一五年、郭沫若は岡山の第六高等学校に移り、そこで約二年間生活した。
六高は岡山後楽園の近くにあり、周囲には操山と東山がなだらかな山裾を広げて
いる。郭沫若は毎日旭川を渡って六高に通った。夕方には山登りを楽しんだり、
休日には旭川で水泳を習ったりした。彼は岡山の風景を愛した。「自然の追`億」
には彼の楽しい思い出が記されている。「私が岡山に住んでいたころは、よく小
船を出して旭川で漕いだ｡後楽園と岡山の天守閣との間は最も詩の趣きがあった。
六高の向かい側の東山は名所ではないが、私は近くに住んでいたのでよく散歩に
行った。月夜に一人で東山の山陰を俳佃し、自分の足音が時々あたりの美しい寂
寛を破ってしまいそうなので、よく下駄を脱いで裸足で遊んだ。その時私は『晩
眺』と『新月ｊという二首の絶句を詠んだ'4｡」
新月
新月如鎌刀
斫上山頭樹
倒地却無声
遊枝亦横路
新月は鎌刀の如し
斫りて上げる山頭の樹に
地に倒れて却って声なし
遊枝また路に横う
この詩は新月と木々の影を詠むが、「鎌刀」を使って新月と木々の影を繋げる。
中国の古典詩には月を鎌と見立て､｢月鎌｣という表現がある｡例えば､三日月を｢月
鎌」と表現する。しかしここに見える「新月」と「鎌刀」は中国の古典詩から援
用した表現ではない。後年郭沫若はエッセイ「児童文学管見」においてこの詩に
触れている。「ドイツ語を学び始めたころに、“新月”はMondsichel-直訳す
ると“月鎌,'となる。新鮮な趣がある。この暗示を得て､私は五絶(｢新月｣)を作っ
た'5｡」つまり郭沫若はドイツ語Mondsichelから「新月」のイメージを得たわけ
である。彼は古典的の「月鎌」を知らなかったか、それとも知りながら、それと
別に「新月」を「鎌刀」と表現したのか。新月の可`憐で、ほっそりとしたイメー
ジは「鎌刀」という表現によって怜|利、鋭利のイメージへと変わる。月光のもと
で大地に映る木々の影から、新月は音もなく山頂の木々を切り倒し、枝葉を地面
いつぱいに散らす、と表現する。静寂の中に凄まじい「動」を表現する。郭沫若
は新月をたびたび詩に詠む。『女神｣｢愛神之什｣に｢新月と白雲」という詩がある。
１４「自然の追懐」『郭沫若快文集』上所収二二九頁
１５「児童文学之管見｣、一九二一年一月十五|El上海雑誌「民鐸」第二巻第四号掲載。『郭
沫若全集」第十五巻二八一頁
1０７
新月と白雲
月児肝１体好象把鍍金的鎌刀。
作把這海上的松樹斫倒了、
峨、我也被休斫倒了！
この詩は口語詩の形を取っている。意味は、「新月よ、きみは鍍金した鎌のよ
うだ。きみは海上に松を切り倒した。おお、私もきみに切り倒された｡」この詩
は恋愛を躯歌する「愛神之什」に収録されている。ここに収録されている詩はほ
とんどが佐藤富子との恋愛を詠ったものである。この詩と漢詩「新月」とは口語
詩と古典詩の違いがあるが、新月、鎌刀、木を切り倒す、という表現要素が共通
する。「新月と白雲」は作者が恋人に身も心も傾けている状態を表現したもので
ある。新月一鎌刀一恋愛、という意象はここで恋愛の力を強調し、恋愛に完
全に陥る心的状態を表現する。この点において「新月」と「新月と白雲」の斬新
さがあるのではないか。写実的であると同時に象徴的であるという特徴も見て取
ることができよう。
3、古詩の中の風景
日本留学期には古詩が目立って多くなる｡特に風景を詠んだ古詩が増えている。
一九一六年春、郭沫若は友人成佑吾と連れ立って四国を旅行した。栗林公園を訪
ねた時に漢詩を詠んだ。「成坊吾と栗林園に遊ぶ」である。
成佑吾と栗林園に遊ぶ
清晨入栗林清晨栗林に入り
紫雲挿晴臭紫雲晴昊に挿す
鑿援及其腰鑿援して其の腰に及べば
松風清我脳松風我が脳を情ましむ
放観天地間放観す天地の間を
旭日方杲杲旭日方に杲杲たり
海光蕩東南海光東南に蕩い
遍野生春草遍野に春草生ず
不登泰山高泰山の高きに登らずんば
不知天下小天下の小なるを知らず
梯米大倉中梯米大倉の中にあり
蛮触争未了蛮触争いて未だ了らず
長嚥一声遇長輔一声遥かなり
1０８
狂歌入雲抄狂歌雲抄に入る
栗林園は四国の栗林公園のこと。香川県高松市の都市公園で、現在特別名勝に
指定されている。一六二五年、高松藩主生駒高俊によって造営され、以後松平頼
重に引き継がれ、五代約百年をかけて完成させた。故に「百年をかけて完成した
一歩一景の名園'6」と言われる。明治以後､政府の管理下にあり、一八七五年に県
立公園、一九五三年に特別名勝に指定された。郭沫若は一九一六年に友人とこの
広大な日本庭園を訪れた。郭沫若は瀬戸内海に美しい印象をもったようである。
｢自然の追憶」において彼は瀬戸内海を中国の巫山三峡と比較し、「中国では巫山
三峡、日本では瀬戸内海、ここはすべてが自然界の霊境だ。今回の旅行は甘美な
思い出を残した。帰途に高松に上陸し、栗林公園を遊んだときに詩を－首作っ
た'7｡」ここで言う詩一首は「成佑吾と栗林園を遊ぶ」を指す。この詩は古詩の形
式を取っている。
この詩の第二句にある「紫雲」とは栗林公園内に聟え立つ山、公園の重要な景
観のひとつ紫雲山である。栗林公園で彼らは紫雲山に登った。この山には登山用
の道がなく、彼らはがむしゃらに進んだ。山腹まで登った頃にはもうかなり疲れ
てしまった｡詩は彼らの登山をベースに､山で見た風景､感じたことを詠んでいる。
早朝栗林公園に入り、紫雲山を登る。山腹まで来て、あたりを展望する。太陽
の下で海が輝いている。大地には春の草があたり一面に生えている。彼はふと孔
子のことを思い出した。「不登泰山高、不知天下小｡」この二句は中国の典故を踏
まえている。『孟子』尽心篇に「孔子東山に登りて魯を小とし、泰山に登りて天
下を小とした」とある。郭沫若は孔子泰山に登るという典故を借りて、紫雲山か
ら広い世界を展望した気持ちを表している。続いて二句「梯米太倉中、蛮触争未
了」は当時の第一次世界大戦を椰楡している。「梯米」はいぬびえ、小さな粒を
したひえの一種である。つまらない穀物、転じてつまらないものの職え。「大倉」
は都にある政府の米倉。また、漢代山東省にあった県名。『荘子』秋水篇に「不
似梯米之在太倉乎」とある。その意は、槍海の－粟、取るに足らないほど小さな
もの、である。「蛮触争未了」は「荘子』秋水篇の「蝸牛角上の争い」の故事を
踏まえている。蝸の左の角の国触氏と右の角の国蛮氏が戦って死者数万を出し、
十五日にしてやっと終わった、という寓話から、小さい利益を巡って、つまらな
い争いをすることを職える。郭沫若は「自然の追憶」に記しているように、この
二句は当時の欧州大戦を風刺したものである。しかしこれは漠然とした風刺では
ない。当時日本は青島攻略により山東半島を掌握し、山東に対するドイツの権益
１６，本歴史大事典」平凡社一九九四年。
１７「自然の追懐」「郭沫若快文集」上所収二三一頁
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を奪おうと睨みを利かせていた。郭沫若はこの詩で孔子を連想し、山東に思いを
馳せたのではないか。中国の土地を巡る列強国の争いは彼に悲痛な思いをさせた
に違いない。最後の二句「長囎－声遥、狂歌入雲抄」に、空に向けて思い切り声
を張り上げることによって、列強国に対する嫌悪を吐き出している。
「成佑吾と栗林園を遊ぶ」は古詩の形をとって、十四句によって、紫雲山の眺
めを詠み､広がった視野から当時の世界情勢を連想し、列強国の戦争を風刺する。
風景を詠む前半部分には典故を取っていないことが注目に値する。目の前の風景
を古典的表現あるいは古典的概念付けで表現するのではなく、ありのまま、写実
的に表現するところにこの詩の特徴があると見ることができよう。
郭沫若は岡山の自然を満喫していた。彼はよく山に登り、詩を作った。
一九一六年に彼は「登操山」という古詩を作っている。便宜のために句頭に数字
を附す。
登操山
怪石疑群虎怪石群虎かと疑い
深松競奇古深松は奇古を競う
我来立其間我来たりてその問に立てば
日落山含釜日落ちて山斧を含む
血霞淀大空血霞大空にi乏ぴ
浩気蕩肝脈浩気肝脈に蕩たり
放声歌我歌声を放って我が歌を歌い
振衣而乱舞衣を振るって乱舞す
舞罷迫下山舞い罷わって迫ぎて山を下れば
新月雲中吐新月雲中に吐く
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
これは十句構成の古詩である。郭沫若は「自然の追’億」に当時の体験を記して
いる。「一九一六年頃、私は学問のため昼間は遊ぶ時間がなかった。夕方によく
一人で子供のように学校から右側の道を通って山に登った。山腹の松林に入った
頃はもう薄暗い夜景が広がった。朧ろな夜景の中で山頂の岩を睨みながら林に身
を隠す。この姿勢はまるで猛獣王国に迷い込んだようだ。そのとき遥か西の山頂
に眠っている太陽はもう半輪になった｡深紅の夕焼けは空に漂い､まるで血が透っ
ているようだ。私はこの雄大な時空に身を置き、霊感が湧き、胸中が伸びやかに
なり、この詩を口ずさんだ｡」と'8．
回想文にある内容とこの詩とつき合わせて見ると、操山で見た風景と彼の感動
１８「自然の追懐」「郭沫若侠文集」上所収二二九頁。
1１０
はりアルに表現されている。第一句は、山の中の岩を虎の群れと職える。「山頂
の巨大な石はさまざまな姿をして木々の間に跨っているように見え、私は熟睡し
ている猛獣の王国に迷い込んだようだ]9｡」という回想はこの－句をよく説明して
いる｡石を虎と１１歳えることはすでに『漢書・李広伝』に見られる。伝によると、
李広がある時狩猟に出たところ、草むらの石を虎だと思って矢を放った。以来、
巨大な石を虎に職える用例が中国の古典に見られるようになる。郭沫若が操山の
巨石を虎と職えたのは、このような典故を踏まえたものといえよう。
第四句と第五句は夕陽と夕焼けを詠む。ここでも郭沫若は大胆な表現を使う。
それが「山含斧」と「血霞」である。第四句「日落ちて、山斧を含む」という
が、これはどういう情景なのか。回想文に「山頂に眠っている太陽はもう半輪に
なった。深紅の夕焼けは空に漂い、まるで、が滋っているようだ｡」とあるよう
に、斧の刃は半円を描く形になるところから、山の頂上に半分残っている太陽を
斧に見立て､山が斧を含んでいると表現した。「血霞」はⅢのように夕日に染まっ
た夕焼けを表現する。この二つの表現は中国の古典詩にはほとんど見ないもので
ある。また、留学前の郭沫若の漢詩に「Ⅲ霞」が使われた前例もない。これは明
らかに、「自然の追憶」で回想したように、「まるで血が透るよう」な夕焼けを写
実的に表現するために用いた用語である。従って「山含斧」と「Ⅲ霞」は郭沫若
詩歌の独自な表現と見ることができるのではないか。古典に束縛されず、見た情
景、浮かんだ想像を斬新な表現あるいはこれまでに詩歌に使用してこなかった用
語を敢えて使う。郭沫若のロマンティックな独創性がこの時期の漢詩にも現れて
いる。これは「登操山」の一つの特徴と見ることができよう。
「登操山｣のもう一つの特徴は第一人称｢我｣の使用である｡第三句､第七句に｢我」
の用例が見られる。第三句は「我、巨石と松林の問に立つ」という意味である。
従来漢詩は基本的に第一人称で詠まれるので、何かの対象物と対比する場合を除
いて､｢吾｣､｢我｣をわざわざ使う必要はない｡しかし､郭沫若はここでわざわざ｢我」
を使っている。第七句にも「我」を使って、「我が歌を歌う」とある。「我」を使
うことによって個の存在を強調する。第一人称の多用は『女神』の特徴の一つで
もある。そこに近代自我を躯歌する意図が常に強く働く。漢詩に「我」が多く登
場するのは、『女神」とともに、この時期に見られる臼我意識の高揚と連動する
のではないか。
風景の発見は、郭沫若が日本留学で得た重要な体験である。口語詩と平行して
この時期風景を詠みこむ漢詩「成佑吾と栗林園を遊ぶ」や「登操山」のような古
詩も多く見られるようになる。岡山、福岡時代、彼は風景を詠んだ東西の詩歌に
も注目した。ゲーテの「春光明朔な場所｣、ハイネの「静かな海辺｣、ホイツト
１９１可｣二。
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マンの「大道」などは彼の情熱を掻き立てた詩である。『三葉集』において、彼
はこれらの詩に言及したり、翻訳したりして、友人の宗白華に紹介した。また、
｢雄麗な大作はわが国の古い文学に見ることが少ない。私は特に自然を賛美する
詩が好きで、この条件を満足させてくれる中国の作品はまだ読んだことがない。
木玄虚の『海賦」郭景純の『江賦』はみな良い表題であるが、惜しいことにみ
な良い文章ではない。『海賦」に鯨を描写するところに「巨鱗挿雲云々」などの
表現がある。どうして鯨の体に鱗甲が生じたか？韓退之の『南山詩』とRobert
Southeyの『TheCataractofLodorejは似ている。彼等は懸命に描写しているが、
どんなに苦労しても、一枚の写真には及ばず、やはり終南山とロードル滝の残骸
でしかなく、みな死んでいる20｡」と書いている。郭沫若は留学中にゲーテ、ハイ
ネ、ホイットマンを愛読し翻訳までしたことはすでによく知られていることで
あるが、この時期、彼は特に自然や風景を詠んだ西洋の詩群に注目した。自然や
風景を讃美した詩歌として、西洋の詩歌と引き合いに木玄虚の「海賦｣、郭景純
の「江賦｣、韓退之の「南山詩」など中国の古典詩文を挙げる。木玄虚は西晋の
人で、その「海賦」は『文選』に収録されている。かなり長い文章で、散文形式
を採っている。郭景純は郭嘆とも言い、六朝の人で、『山海経」や『爾雅ｊの注
釈者として名高い。彼が書いた「江賦」は散文形式の賦である。韓退之は唐代の
学者で、その「南山詩」は終南山を詠んだ詩で、五言古詩の形式を採っていて、
全部で二○二句を有する長詩である。郭沫若はこれら中国の詩歌に惹かれながら
も、現実と乖離した誇張表現を批判的に見ている。彼が風景を詠む詩に求めた理
想は、言葉による飾りや誇張ではなく、写真に近い、つまり実際の情景に迫るこ
とであると「三葉集』から窺い知ることができる。
ここまで見て来ると、むしろ古典詩と口語詩の問題になってくる。郭沫若はか
つて兄弟の元弟の詩を批評した書簡に、古典詩と口語詩について次のように述べ
る､｢詩は叙情の文字で､真の情を流露させる文字は自然に詩になる｡新詩(口語詩）
は修飾を借りず、,情緒の純真な表出に従って文字に表現し、詩となる。誉で言う
なら写真を撮るようだ。旧詩（古典詩）は情緒の流露に従って彫琢を加える。薑
で言うなら絵を描くことのようだ21｡」と言及する。事象の写実､情調の自然流露、
これはまさにこの時期、彼が友人たちと模索した口語詩の本質である。彼が口語
詩に求めたのは写真、つまり「写実」であった。留学中に自然や風景を詠んだ東
西の詩歌に注目したのも、彼が体験した「風景」の発見と無関係ではない。郭沫
若における「風景」の発見は彼の近代的自我の目覚めと直結する。内なる「声」
は風景の中に見出され､｢女神』の詩歌によって詠まれる。この内的世界の働きは、
｢三葉集」「郭沫若全集ｊ第十五巻一二五一一二六頁
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彼の漢詩「登操山」や「成佑吾と栗林園を遊ぶ」にも伺い知ることができる。口
語詩と平行して古典定型詩を詠むということは、彼が新旧詩歌の問を行来しなが
ら詩の本質を模索する過程そのものではなかったか。
一九二三年、郭沫若は九州帝国大学医学部を卒業した。その後、一家を連れて
上海へ帰国したが、翌年'11月に創作のため再び日本に渡る。九州は佐賀市近郊の
熊川温泉に滞在し､河上肇『社会組織と社会革命』の翻訳､小説「三詩人の死」「陽
春別」「喀爾美羅姑娘」「路難行」などを執筆した。十一月上海に帰るまで約八カ
月間熊川温泉で過ごした。熊川温泉は佐賀県内有数の温泉地で、山に囲まれ、緑
あふれるのどかなili泉場である。彼は「新屋」という旅館に宿iirlした。旅館の近
くに川上江という川がある。清らかな渓川は山麓に沿って緩やかに流れ、蛇行し
た所に小さな湾を残していく。湾内の白い砂浜に大きな白い岩が点在し、まるで
海辺のようである。郭沫若はここの風景に心を満たし、創作に励んだ。小説「路
難行」にはこの辺りのことが書かれている。「(日本の）山水とは久しぶりの再会
だ。）||上江は村はずれを流れている。狭い川幅は半分が濃い緑色の流泉、もう半
分には大きな白い岩が転がっている22｡」郭沫若は熊川温泉界隈をよく散策した。
興が湧いてくると漢詩を詠んだ。「Ｈ之夕実」「川上江紀行二十韻」はこの時期に
作った漢詩である。各行四文字､「|ＥＩ之夕実｣は三十六句構成､｢川上江紀行二十韻」
は四十句構成、という長い古詩である。日本留学以来、彼は五言古詩を多く試み
るようになるが、一九二四年には四言古詩も書くようになる。｜几1言詩は主に中国
最古の詩集『詩経』に見られ、古詩の起源とも言われている。これまで郭沫若の
漢詩には四言古詩は見ない。この二首は彼が書いた最初の四言詩である。このよ
うな形の詩によって、彼は何を表現しようとしたのか。ここでは旧之夕実」を
取り上げ、分析したい。便宜のためにそれぞれの行の冒頭にアルファベット、文
中に下線を附ける。
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緩亦無従、逓亦無庸、如彼星月、羅旅太空23。
この詩は小説｢路難行」にある「新生活日記」に見られる。十月三日の項に､｢夕
飯の後佛坊（三番Ｆ１の息子）を抱いて船乗り場に行く。岩の上に座って水の音を
聞く。しばらくすると、暁芙（妻）が和坊（長男)、博坊（次男）を連れて来る。
二児は岩の上で追いかけっこしながら岩の大きいのを指してアフリカと言い、ア
メリカと言い、中華と言う。岩が子供の心の中で世界へと変わった。夜『日之夕
突』－詩を草す24｡」と、「日之夕実」が書かれる背景に触れている。
最初の四句ａ：Ｈが暮れた、第一句「日之夕実」は『詩経』国風「君子子役」
にある－句でもある。新月が空に掛かっている。我が子を抱いて渓川の辺に行く
(渓辺)。次の四句ｂ：渓川の辺（渓辺）に石があり、深い水に臨み、水中に逆さ
の影が映る、それは向こう岸の高山だ。更に次の四句ｃ：高山は青々としている。
深い水は深い碧色。静に険しい石に座って、流れの音（猯鳴）を聞く。更に次の
四句ｄ：流れの音（猯鳴）はごうごうと響く。天と地の境があいまいになってい
る。目を閉じて想いを凝らし、造化（万物の生々流転）の盛衰を想う。ここまで
のａｂｃｄの四行はそれぞれ前行の第四句最後の二文字(下線部分）を踏襲して、
次々へとその内容を展開していく。この手法は「頂真格」と言う。俳譜の連歌の
様式によく似ている。現在の言葉遊びの「尻取り」のような手法である。
頂真格は中国古代より詩歌の世界で使用していた手法である。『詩経』国風の
｢江有氾｣、大雅の「已酔」はこの手法を採っている。前行末句最後の文字を踏ま
える間隔は不定で､字数も一文字と二文字とがある。いわば修辞法の一つである。
この手法は次の時代に受け継がれ､唐宋時代において、頂真格は更に規則化され、
詞の世界にも使用されるようになる｡元代では頂真格詩は遊戯`性文体へと変化し、
酒令遊戯にも使われるようになる。明清時代になると、頂真格詩は民間でも盛ん
に作られるようになる。口語に近い表現もしばしば見られる。「頂真」はもと「頂
針｣､すなわち裁縫用の指貫のこと｡針を布生地に通すために指貫で針を押し､次々
と縫っていく。「針」は「真」と音通ということから、数行を繋げる連句のよう
な詩を作るときにそれぞれの行末の二文字を踏襲する手法を「頂真格」と言うよ
うになる。このように見てくると、頂真格詩にはもともと－種の次々へと展開し
ていく連句の」性格をもち、また遊戯性をもっている。そのため時代が降るにつれ
て、詠み手が広がりやすくなる。幼少時代から古典詩歌を学んだ郭沫若は恐らく
このような詩を知っていたのではないだろうか。しかし留学前の漢詩には頂真格
詩は残っていない。
２３１可上三二八頁
２４「路難行」『郭沫若全集」第九巻、三二八頁
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さて、いま見てきた四行の後に続く数行を見てみよう。ｅ行四句：大自然が自
分を創造してくれたが、常に憂いと驚きがある。ここで静かな安楽を得て、これ
も大自然の薄からざる恩沢だ。ｆ行四句：急に妻がやってきた。二人の子も追随
してきた。子らは乱石を指差して、欧洲とアフリカと名づける。この二行は妻と
子供たちのことを詠む。つまり人事である。続いて９行四句：欧洲もアフリカも
遠くない。世界は拳のようだ。仰ぎ見れば火星のような星が山顛より空に昇って
きた。ｈ行四句：山顛に樹があり、影がまだらに。妻は速〈（通）帰ろうと言う
が、子らはゆっくり（緩）と言う。
ｉ行四句：ゆっくり（緩）もできないが、速く（遇）しなくてもいい。星と月
はまだ大空を旅しているよ。星と月によって人生を職えている。ｇ、ｈ、ｉの三
行はまた頂真格の手法を取る。この詩は夕暮れの川辺の風景をⅡ|辺、石、山、水
の音、万物生成、子供たちの想像、星と月、旅、と目に見える風景から耳に聞こ
える音、自然から人生、大空から人生、へと連想を展開して行く。それを繋げる
のが頂真格という修辞法である。この詩は『詩経』の四行詩形式を採っているが、
｢欧非｣、「世界」のような新しい表現を導入して、現実味を点出する。風景は四
文字という小刻みの表現によって詠まれるが、頂真格により短い句が鎖のように
つぎつぎと繋がっていく。風景はこの連鎖の中で広く表現される。
一九二二年に郭沫若は日本で『詩経』の現代語訳『巻耳集』を完成し、
一九二三年に上海で出版した。これは『詩経j国風を中心に､恋愛詩四十首を選び、
現代語訳したものである。それと前後して、彼は口語詩について一連の論文を発
表した。「ペルシャ詩人オマ･カヤマ｣(一九二二年)｢『巻耳｣－詩の解釈｣(一九二三
年）「文学の本質」（一九二五年)。これらの文章において、彼は口語詩の必要性
を論じるために､詩歌の本質､韻律の起源を説いた中でたびたび『詩経』に触れた。
彼はなぜこの時期に『詩経』に注目したのか。『巻耳集』序文において、彼は自
分の翻訳の動機を述ぺている。「思うに、この反故のなかから選び出した資料に
よって、もし自分自身のこの刹那、刹那の生命を充実させることができれば、私
はそれで大いに満足する。われわれの民族はもともと極めて自由で、優美な民族
である。しかし数千年来礼教の姪桔の下で、まるで死んだ木乃伊になった。かわ
いそうな我が最古の優美な平民文学はもはや化石と化した。私はこの化石に命を
吹き込んで、木乃伊を蘇らせようと思った。これが、私はこの四十首の詩を翻訳
した最終目的だ。また私の小さな野心とも言える25｡｣と。ここから分かるように、
彼は『詩経』を平民の文学、自由で優美な作品と捉える。翻訳に当たり、彼は古
典的解釈にこだわらず、自分の直観を導入した。この時期において、彼の『詩経』
口語訳は中国において、恐らく初めての試みであろう。それは、新文学運動の中
２５『巻耳集』「郭沫若全集』第五巻、一五七頁
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で権威的な古典注釈に対する大胆な挑戦であったことは言うまでもない。同時に
また詩の起源に遡り、詩の本質を問い直す作業であり、口語詩創作の実践でもあっ
た。郭沫若が留学期に十三首の古詩を作っているが､その最後を飾るのが『詩経」
風の「日之夕突」と「川上江紀行二十韻」である。
結論
郭沫若の少年期と留学期の漢詩を、風景表現を中心に見てきたが、その詩は、
形式においては少年期に多く見られる律詩から留学期に目立つ絶句、古詩へと変
化して、より自由で解放的な形に変わっていく特徴が見えてくる。内容の面にお
いては、少年期の詩は風景の表現に杜甫や蘇軟、李白、張継などの詩を連想させ、
典故を使ういわば古典的表現パターンを踏まえているのに対し、留学期の詩は古
典詩のパターンからより自由になり、故事典故も少なくなる。「鏡浦」や「新月」
は全く典故を使っていない。また「登操山」に見える従来漢詩にあまり使わない
表現の大胆な使用などもこの時期の特徴と言えよう。風景を古典的パターンの中
で表現するのではなく、目の前に見る情景、感じた感動と連想を独自の表現でよ
りリアルに詠む。このような変化は彼の口語詩模索と無関係ではあるまい。また
古典詩に対する再認識とも関わってくる。
彼の『詩経」口語訳の態度は、彼自身の古典の捉え方を物語っている。『巻耳
集」の序で彼は、「詩に対する私の解釈は大胆である。古代のすべての伝統的解
釈は参考程度にしたほか、ほとんど私独自の直感に頼って、詩の命を直接詩の中
に追究した26｡」と。また祓文では、「『詩経』は古い解釈に埋もれたことは既明の
事実である｡われわれの急務は古典詩から直接にその真美を感受することであり、
迂腐たる古儒たちと無柳な抗辮をすることではない27｡」と述べる。古典詩に対す
る彼の考え方は古典詩を全部否定するではなく、むしろ既成の解釈から詩を解放
し、詩がもともともっている美を捉えようとしたのではないか。また、古典的解
釈や既成概念と距離を置き、現在を生きる人間の感性によって古典詩を感得しよ
うとする立場が、この時期から鮮明になってきた。このような態度は実は彼の口
語詩創作の考え方と通底するものである。中国近代口語詩の確立に郭沫若は大き
な役割を果たした。その過程で、西洋の近代詩歌に大きな影響を受けたことはい
うまでもないが、同時に、近代人の感性によって古典から新しい命と美を発見し、
これを近代詩歌に吸収していったことも重要である。西洋近代詩の影響がまた彼
に古典詩再認識の契機となったことも度々である。それはタゴールから『荘子」
王陽明の再認識へとつながると同じ道筋である｡彼は生涯古典定型詩を作り続け、
２６「巻耳集」序「郭沫若全集」第五巻一五七頁
２７「巻耳集」序「郭沫若全集」第五巻二○八頁
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口語詩とほぼ同じ数の漢詩を残した。このことは、古典と現代を生きた彼の精神
道程を物語っているのではないか。
1１７
